
穏
や
か
な
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
た
の
も
束
の
間
、
元
旦

時1
0

分
に
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
が
発
災
い

た
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
へ
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

ま
た
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

被
災
地
の
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
全

て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
な
お
、
被
災
地
で
苦
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
々
へ
、
一
日
で
も
早
く
支
援
が

行
き
届
き
、
生
活
の
再
建
に
向
け
た
復
興

が
進
む
よ
う
、
今
、
自
分
に
で
き
る
支
援

を
し
っ
か
り
と
進
め
て
参
り
ま
す
。
第
２

１
３
回
国
会
、
１
５
０
日
間
の
通
常
国
会

が
１
月

日
に
開
会
い
た
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
復
旧
復
興
や
令
和
六
年
度
予
算

案
な
ど
の
内
閣
提
出
法
案

本
、
ま
た
条

約

本
な
ど
緊
張
感
を
持
っ
て
審
議
し
て

参
り
ま
す
。

開
会
前
に
は
、
岸
田
総
裁
が
本
部
長
を
務

め
る
政
治
刷
新
本
部
の
会
合
が
自
民
党
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
会
議
に
出
席
し
、

若
手
の
一
議
員
と
し
て
岸
田
総
裁
へ
率
直

な
意
見
を
直
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

政
治
資
金
問
題
は
、
政
治
の
信
頼
に
関
わ

る
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
刷
新
本
部
で
は
、

政
治
資
金
の
議
論
と
と
も
に
派
閥
の
是
非

も
議
論
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
、
何
か

を
刷
新
す
る
な
ど
の
議
論
を
す
る
前
に
、

ま
ず
は
党
と
し
て
、
党
則
に
あ
る
自
民
党

規
律
規
約
に
則
り
、
党
紀
委
員
会
や
政
治

倫
理
審
査
会
を
開
き
、
し
っ
か
り
と
調
査

や
審
査
を
行
っ
て
責
任
の
有
無
を
判
断
す

る
こ
と
を
求
め
、
あ
る
べ
き
姿
を
訴
え
ま

し
た
。

こ
う
し
た
議
論
の
結
果
が
「
中
間
と
り
ま

と
め
」
と
し
て
臨
時
総
務
会
に
提
出
さ
れ
、

2
5

日
に
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
政
治
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
べ
く
、

課
題
に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

岸
田
政
権
発
足
後
、
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル

か
ら
の
脱
却
や
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
に
は

3
0

年
ぶ
り
と
な
る
３
．
５
８
％
の
賃
上
げ

を
実
現
。
今
年
に
入
り
、
株
価
３
万
６
０

０
０
円
台
に
到
達
す
る
な
ど
、
バ
ブ
ル
以

降
最
高
水
準
と
な
る
好
材
料
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

日
本
は
ま
さ
に
、
長
ら
く
停
滞
し
て
い
た

経
済
を
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
押
し
上
げ

る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
ま

す
。
医
療
介
護
福
祉
の
報
酬
改
定
に
お
い

て
も
、
安
倍
政
権
以
降
、
最
大
の
改
定
率

で
あ
る
＋
０
．
８
８
％
、
＋
１
．
５
９
％

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
の
６
月
か

ら
は
所
得
税
・
住
民
税
１
人
あ
た
り
４
万

円
の
定
額
減
税
も
始
ま
り
ま
す
。
今
こ
そ

人
材
や
新
し
い
戦
略
分
野
に
対
す
る
投
資

を
官
民
共
同
で
行
い
、
国
を
挙
げ
て
国
力

強
化
へ
向
き
合
う
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
も
旧
年
同
様
、
物
価
高
騰
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
リ
ア
ル
な
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
足
元
の
物
価
高
騰
対

策
を
し
っ
か
り
行
う
と
同
時
に
、
未
来
へ

の
投
資
を
確
実
に
行
う
こ
と
で
、
日
本
の

豊
か
さ
と
幸
せ
な
生
活
を
守
り
ま
す
。
新

た
な
覚
悟
と
と
も
に
身
を
引
き
締
め
、
今

国
会
も
一
意
専
心
、
全
力
で
駆
け
抜
け
て

ま
い
り
ま
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２

年
７
月
９
日
生
ま
れ
。

歳
。
豊

橋
南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。

歳
、
レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス

タ
ー
ト
。

歳
、
単
身
渡
欧
。

歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド

ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。

歳
、
帰

国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ

ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就

任
。
２
０
１
９
年
第

回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。

２
０
２
１
年
第

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代

表
）
に
自
民
党
公
認
で
立
候
補
し

初
当
選
。
前
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
兼
復
興
大
臣
政
務
官
。
現
在
、

国
連
世
界
食
糧
計
画
国
会
議
員
連

盟

事
務
局
長
、
自
由
民
主
党
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟

事

務
局
長
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
た
め
の
国
産
バ
イ
オ
燃
料
・

合
成
燃
料
を
推
進
す
る
議
員
連
盟

事
務
局
次
長
な
ど
を
務
め
る
。
日

本
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
を
話
す

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。

41
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19

24

30
25

49

衆
議
院
議
員

第
２
１
３
回
通
常
国
会
開
会

令
和
６
年
も
一
意
専
心
で
挑
む

58

11

16

10

26
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牛川校区二十歳の集いに参加。
２０歳を迎えた皆様に

祝辞を述べさせて頂きました。

令和6年豊橋神輿連合会新年半纏合わ
せに参加し、ご挨拶させて頂きました。

幕張メッセにて行われた、カスタム
カーの祭典

「東京オートサロン2024」の視察へ。
NAPACアワードに参加し、ご挨拶をさ

せて頂きました。

自民党東海ブロックの学生部が
主催する街頭演説へ中曽根康隆議員、

高見康裕議員とともに参加。
能登半島地震への街頭募金活動も行い、
短い時間でしたが多くの皆様から

ご寄付頂きました。こちらは石川県へ
全額寄付します。

第1回名古屋食サミットに参加。
元日南市長の﨑田恭平様、

歯科衛生士の穴沢有沙様と共に登壇し、
トークセッションさせていただきました。

公益社団法人豊橋青年会議所2024年度
新年式典に参加いたしました。

島根原子力発電所を
同期の議員と共に、

視察させていただきました。

令和6年能登半島地震に関する被災者支援募金への協力のお願い

【令和６年能登半島地震被災者支援募金口座】

金融機関：りそな銀行衆議院支店（支店番号・３２８）
口座番号：（普）００９８９００
口座名：自由民主党令和６年能登半島地震被災者支援募金

本年1月1日、能登半島を震源とする最大震度7を記録する地震が発生しました。
石川県はじめ広範囲に及ぶ被災地は、家屋の倒壊、火災など甚大な被害を
受けております。
自民党では被災者支援のための募金活動を実施致しております。
どうか皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

株式会社童夢及び東レ・カーボンマ
ジック株式会社を視察。

モータースポーツで培われた
研究開発・技術は車に限らず、
幅広く応用されています。

三河港を視察。ポートインフォメー
ションセンター「カモメリア」にて
三河港の歴史や全体像についてご説明
頂いたのち、実際にターミナルを

視察させて頂きました。
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